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催
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町 長 の 行 動

表紙の写真コメント

　4月は、砥部焼きまつり

開幕式 (17日 砥部町)、消防

団退団式並びに辞令交付式

(18日)、食生活改善推進協

議会総会(21日)、愛大ショッ

プえみかオープニングセレ

モニー (22日 松山市)、行政

協力員総会 (23 日)、愛媛県

植樹祭 (24日)、県退職公務

員連盟支部総会 (25日)、く

にひろ育英会理事会(28日)、

県建設業協会南宇和支部総

会 (28日)、行楽期における

地域安全運動出発式(29日)、

南宇和郡教育研究大会 (30

日) などに出席しました。

　5 月は、南宇和闘牛大会

(2 日)、一本松少年剣道大

会 (3 日)、宇和島圏域交流

促進連絡協議会総会 (7日)、

町 PTA 連合会総会 (7日)、町

連合婦人会総会 (9日)、町体

育協会総会 (10日)、宇和島

地方家畜衛生推進協議会総

会 (12日 宇和島市 )、西瀬戸

グラウンドゴルフ交流大会

(14日)、愛媛 FC マッチタ

ウン (15日 松山市 ) などに

出席しました。

加戸守
もり ゆ き

行愛媛県知事、

清水町長ほか関係者が

(株)レクザム愛南工場

(広見)を視察し、住田

博
ひろ ゆ き

幸副社長から業務説

明を受けました。(4/24)

NHKいよかんワイド

「校歌の旅」の取材を

受ける柏小学校の子ど

も達です。5月19日に放

映されました。(4/22)

南宇和観光闘牛場で、
「南宇和闘牛大会」が行われ、
町内外の闘牛ファン約400名が
迫力ある取組みを楽しみまし
た。牛が激しくぶつかり合う
音や勢

せ こ

子の掛け声が会場に響き
渡っていました。

5/2

「第94回高等学校相撲
金沢大会(5/23開催)」出
場の南宇和高校相撲部
が町長を表敬訪問しま
した。左から南宇和高
校鎌谷先生、3年小松
功
こう だ い

大くん、清水町長、2
年山木政

まさ よ し

佳くん、3年山
木翔

しょうへい

平くんです。(5/17)

愛南消防署に新しい救

急車を配備しました。

3台の救急車でまちの安

全・安心を守ります。

(4/26)

浦川浩
こ う じ

二さん(武者泊)

が丹精を込めて育てて

いるバラ園では、数百

本の美しいバラが咲き

誇っていました。(5/18)

愛南警察署で、行楽期

の犯罪や事故を防ごう

と「青パト」や「防犯

ボランティア」による

地域安全運動の出発式

が行われました。(4/29)

愛南トピックス
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愛は南から

愛南トピックス

目次＆注目記事

愛媛県植樹祭開催！

町政フラッシュ

笑顔いっぱい！愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

あけぼの公園で行われた「愛媛県植樹祭」で、
活動発表を行う「篠南緑の少年隊」の子ども達
です。(4/24)【P4参照】

正木地区で毎年行われる「こいのぼりの渡
し」の準備作業です。フォークリフトで一匹
ずつワイヤーに吊

つる

します。(4/25)
【P19参照】

馬瀬山の展望タワーライトアップ
点灯式で、中浦保育所の子ども達
がスイッチを入れて点灯しまし
た。(4/29)【P18参照】

「第32回一本松少
年剣道大会」では、
少年剣士達の気合の
入った激しい試合が
行われました。(5/3)
【P20参照】
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愛
媛
県
植
樹
祭
開
催
!

　

さ
わ
や
か
な
青
空
の
も
と
、
あ
け
ぼ
の
公
園
で
「
平
成
22
年
度
愛
媛
県
植

樹
祭
（
愛
媛
の
森も

り林
基
金
・
愛
南
町
主
催
）
」
が
開
催
さ
れ
、
加
戸
守も

り

ゆ

き行
愛

媛
県
知
事
を
は
じ
め
緑
の
少
年
団
や
林
業
関
係
者
な
ど
約
3
2
0
名
が
参
加

し
、
式
典
や
記
念
植
樹
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
南
予
地
域
の
緑
の
少
年
団
8
団
体
78
名
に
よ
る
入
場
行
進
に

始
ま
り
、
本
年
度
の
緑
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ
ー
マ
「
し
ま
と
や
ま 

え
ひ
め
は

み
ど
り
の 

た
か
ら
ぶ
ね
」
で
特
選
に
選
ば
れ
た
砥
部
町
立
宮
内
小
学
校
2
年

生
の
松
澤
呼こ

は

る春
さ
ん
ら
4
名
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
が
行
わ
れ
、
「
篠
南
緑
の
少
年
隊
」
は
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
で
足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
に
含
ま
れ
る
「
篠
山
」
を
守
る
活

動
と
し
て
、
登
山
者
へ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
、
看
板
作
り
、
清
掃
活
動
、

学
習
会
の
実
施
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
「
篠
山
を
守
る
活
動
を
行
う
に

つ
れ
て
、
篠
山
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
篠
山
を
守
る
活
動
を
続
け
、
未
来
に
き
れ
い
な
篠

山
を
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

 

「
緑
小
学
校
緑
の
少
年
団
」
は
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
酸
素
を
作
っ
て

く
れ
る
森
林
を
維
持
す
る
大
変
さ
や
、
海
で
採
れ
る
カ
キ
の
成
長
に
は
森
と

川
と
海
の
ど
れ
も
が
重
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
学
習
会
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ

と
を
発
表
し
ま
し
た
。
「
時
間
を
割
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方
々

か
ら
、
仕
事
に
対
す
る
真
剣
さ
や
熱
意
も
学
び
ま
し
た
。
自
分
た
ち
も
真
剣

に
仕
事
を
し
て
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い
大
人
に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
御
荘
菊
川
緑
の
少
年
隊
の
尾
﨑
大た

い

せ

い生
く
ん
と
柏
小
学
校
緑
の
少

年
団
の
服
部
早さ

え恵
さ
ん
が
「
み
ど
り
を
愛
し
、
緑
化
運
動
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
ふ
る
さ
と
を
よ
り
美
し
く
す
る
た
め
に
活
動
し

ま
す
。
」
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
関
係
者
が
会
場
周
辺
で
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

植
樹
祭
を
契
機
に
、
森
林
を
守
り
育
て
る
活
動
の
輪
が
大
き
く
広
が
り
、
緑

あ
ふ
れ
る
豊
か
な
自
然
が
未
来
の
子
ど
も
達
の
た
め
に
引
き
継
が
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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町
内
の
医
療
機
関
で
特
定
健
診
・

生
活
機
能
評
価
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

◆
町
民
課
・
保
健
福
祉
課
か
ら

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

に
つ
い
て
！

◆
保
健
福
祉
課
か
ら

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
着
目
し
た
健
診
で
、
「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
「
特
定
健
診
」
を
町
内
の
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
65
歳
以
上
の
方
は
、
あ
わ
せ
て
介
護
予
防
の
た
め
の
「
生
活
機
能
評

価
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
集
団
健
診
（
集
会
所
や
公
民
館
で

実
施
）
を
受
け
ら
れ
る
方
は
対
象
外

と
な
り
ま
す
。

受
診
方
法

①
役
場
に
申
込
み（
電
話
な
ど
）

②
申
込
み
後
、役
場
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
書
類
を
持
っ
て
医
療
機
関
で
受
診

健
診
料　

無
料

受
診
で
き
る
医
療
機
関

内
海
診
療
所

岡
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク

中
浦
診
療
所

粉
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

福
浦
診
療
所

菅
外
科
胃
腸
科
医
院

伊
藤
医
院

竹
本
医
院

国
保
一
本
松
病
院

福
岡
内
科
外
科
医
院

※
受
付
時
間
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

申
込
み
後
に
郵
送
す
る
書
類
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）

対
象
者

特
定
健
診

生
活
機
能
評
価

・
40
才
〜
74
才
で
国
民
健
康
保
険
に

ご
加
入
の
方

・
75
才
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
ご
加
入
の
方

・
65
才
以
上
の
方

（
た
だ
し
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
）

検
査
内
容

特
定
健
診

生
活
機
能
評
価

身
長
・
体
重
・
腹
囲
・
血
圧
測
定

尿
検
査
（
蛋
白
・
潜
血
）

血
液
検
査
（
脂
質
・
肝
機
能
・
血
糖

値
・
※
貧
血
）

医
師
の
診
察

※
眼
底
検
査

※
心
電
図
検
査

問
診
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
）

身
長
・
体
重
測
定
・
血
圧
測
定

医
師
の
診
察

※
心
電
図
検
査

※
血
液
検
査
（
貧
血
、
血
清
ア
ル
ブ

ミ
ン
）

※
反
復
唾
液
嚥え
ん

下げ

テ
ス
ト

※
貧
血
、
眼
底
、
心
電
図
は
、
基
準

に
該
当
し
医
師
が
必
要
と
認
め
る
方

の
み
と
な
り
ま
す
。

※
心
電
図
、
貧
血
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ

ン
、
反
復
唾
液
嚥え
ん

下げ

テ
ス
ト
は
、
基
準

に
該
当
す
る
方
の
み
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
麻
し
ん
風
し
ん
予

防
接
種
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

　

愛
南
町
に
住
所
の
あ
る
方
に
は
す

で
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
６
月
末
ま
で
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
！

中
学
１
年
生

　

平
成
９
年
４
月
２
日

〜
平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

高
校
３
年
生
相
当
年
齢

　

平
成
４
年
４
月
２
日

〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ

問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課（
℡
７
２
―

１
２
１
２
）
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行政協力員
　平成22年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員をお知らせします。

一本松地域

御荘地域

※○副  は副行政協力員です。

地区名 行政協力員名

菊川第１ 桐　林　　　博
ひろし

菊川第２ 尾　崎　安
やす

　茂
しげ

○副

菊川第３ 市　川　清
きよ

　重
しげ

○副

菊川第４ 楠　本　幸
ゆき

　眞
まさ

○副

平　山 向　田　剛
つよ

　志
し

長　洲 藤　田　勝
かつ

　直
なお

長　崎 棟　田　逸
いつ

　雄
お

○副

貝　塚 菊　地　秀
ひで

　仁
ひと

八幡野 中　平　栄
えい

　二
じ

○副

本　町 山　口　　　勳
いさお

寺新町 蕨　岡　一
かず

　英
ひで

○副

栄　町 吉　田　陽
よういちろう

市郎○副

地区名 行政協力員名

正　木 立　石　一
いつ

　男
お

増　田 寳　田　安
やす

　茂
しげ

小　山 埜々下　正
まさ

　男
お

組　名 行政協力員名

中　川 立　石　勝
かつ

　喜
き

広　見 佐　藤　謙
けん

　吉
きち

上大道 宮　下　敏
とし

　夫
お

地区名 行政協力員名

上　町 鷹　野　正
まさ

　志
し

○副

馬　場 福　本　　　環
たまき

○副

下永ノ岡 坂　本　純
じゅん

  二
じ

○副

上永ノ岡 本　田　重
しげ

　夫
お

和口第１ 田　渕　清
きよ

　美
み

○副

和口第２ 井　上　　　誠
まこと

長月第１ 宮　﨑　康
やす

　弘
ひろ

○副

長月第２ 丸　永　　　守
まもる

○副

長月第３ 赤　松　作
さく

　男
お

長月第４ 福　村　　　透
とおる

○副

節　崎 倉　田　健
けん

　二
じ

馬　瀬 安　田　　　健
たけし

組　名 行政協力員名

満　倉 坪　﨑　　　一
はじめ

一本松 山　口　修
しゅう

  兒
じ

組　名 副行政協力員名

下組第一 山　本　　　卓
たかし

下組第二 岡　本　　　健
けん

徳　田 前　田　弘
ひろ

　行
ゆき

宮　川 黒　岩　松
まつ

　秀
ひで

本　村 影　山　幸
ゆき

　男
お

御在所 森　内　　　優
ゆたか

大駄場 岡　﨑　且
かつ

　弘
ひろ

太　田 内　倉　長
ちょう

  藏
ぞう

亀之串 山　﨑　峰
みね

　生
お

八人組 山　﨑　成
なる

　記
き

東中屋  　弘　宗
そう

二
じ

郎
ろう

西中屋 德　岡　照
てる

　夫
お

東中組 近　 　芳
よし

　充
みつ

中　組 近　藤　正
まさ

　則
のり

西中組 宮　本　　　忠
ただし

内尾串第一 清　水　　　勲
いさお

内尾串第二 都　築　徳
のり

　男
お

地区名 行政協力員名

深　泥 椙　山　　　力
ちから

防城成川 轟　　　政
まさ

　典
のり

○副

赤　水 武　久　正
まさ

　直
なお

高　畑 岡　﨑　政
まさ

　夫
お

○副

尻　貝 松　岡　憲
けん

　二
じ

○副

奥の谷 木　村　武
たけ

　士
し

中の谷 佳　倉　　　功
いさお

○副

高　手 佐　藤　健
けん

　吾
ご

○副

灘　前 小　山　一
かず

　高
たか

○副

左右水 林　　　紀
のり

　夫
お

○副

猿　鳴 音　地　勇
いさ

　雄
お

○副

組　名 副行政協力員名

内尾串第三 増　岡　利
とし

　彦
ひこ

広　岡 岩　村　直
なお

　樹
き

平　畑 德　田　　　隆
たかし

中　串 武　田　弘
ひろ

　行
ゆき

東小山 岩　村　安
やす

　男
お

本村第一 釣　井　　　久
ひさし

本村第二 岩　村　安
やす

　夫
お

坂　石 市　村　良
よし

　孝
たか

新　田 赤　松　　　久
ひさし

大　又 篠　田　美
よし

　登
のり

影　平 入　江　昌
まさ

　晃
あき

名　本 中　野　啓
けい

　吾
ご

奈　呂 田　村　省
しょう

  二
じ

光　野 山　本　和
かず

　弘
ひろ

茶　堂 好　岡　英
ひで

　樹
き

弓　張 清　水　　　誠
まこと

古　宅 宮　下　一
かず

　洋
ひろ

組　名 副行政協力員名

駄　場 宮　岡　　　稔
みのる

岡駄場 菊　地　　　薫
かおる

名　路 松　田　昌
まさ

　喜
き

向　山 大　西　智
ち

　明
あき

久保江 沖　野　義
よし

　夫
お

東　一 入　多　欣
きん

　二
じ

東　二 上　甲　英
ひで

　明
あき

西　一 山　下　八
はち

　郎
ろう

西　二 羽　田　敏
とし

　春
はる

坪　浜 前　田　昭
あき

　夫
お

西　組 和　泉　敏
とし

　弘
ひろ

東部第一 楠　元　知
とも

　明
あき

東部第二 吉　村　　　聡
さとし

南　部 入　江　　　豊
ゆたか

西　部 河　野　勝
かつ

　也
や

北　部 横　前　直
なお

　樹
き
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城辺地域

※○副  は副行政協力員です。

内海地域 西海地域

※○副  は副行政協力員です。

地区名 行政協力員名

網　代 眞　菜　康
やす

　
ひろ

魚神山 西　本　庄
しょう

  藏
ぞう

油　袋 黒　田　勝
かつ

　則
のり

家　串 兵　頭　一
かず

　男
お

平　碆 中　平　義
よし

　久
ひさ

須ノ川 末　 　定
さだ

　敬
よし

柏　崎 中　村　久
ひさ

　利
とし

柏 好　岡　正
まさ

　規
き

地区名 行政協力員名

越　田 池　田　亀
かめ

　男
お

○副

弓　立 内　田　　　勝
まさる

○副

小　浦 中　田　　　強
つよし

樫　月 中　平　　　保
たもつ

○副

船　越 橋　岡　濟
なり

　
たか

○副

久　家 長　田　幸
ゆき

　雄
お

○副

下久家 池　田　俊
とし

　彦
ひこ

○副

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

○副

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

○副

小成川 小　川　一
かず

　男
お

○副

福　浦 平　野　三
みつ

　男
お

○副

麦ヶ浦 濵　田　三
さぶ

　郎
ろう

地区名 行政協力員名

僧　都 森　本　　　喬
きょう

山　出 赤　松　重
しげ

　厚
あつ

梶郷上 久　德　　　
たかし

○副

梶郷下 近　藤　英
ひで

　雄
お

○副

大道上 吉　田　　　浩
ひろし

○副

大道下 飛　田　　　徹
とおる

樫　床 竹　平　　　強
つよし

○副

樋　口 眞　澁　正
まさ

　利
とし

○副

西　柳 岡　田　良
よし

　文
ふみ

○副

岡 原　　　俊
しゅん

  次
じ

○副

中　緑 伯　耆　徹
てつ

　雄
お

○副

当　時 光　井　義
よし

　雄
お

○副

下　緑 木　村　陽
よう

　一
いち

○副

左　谷 坂　本　　　明
あきら

○副

駄　場 若　林　弘
ひろ

　武
む

○副

豊　田 竹　村　勝
かつ

　利
とし

豊田西住宅 岩　村　　　巖
いわお

○副

豊田東住宅 岡　原　純
すみ

　生
お

○副

神　越 松　本　伯
のり

　竹
たけ

○副

中の谷 髙　平　和
かず

　豊
とよ

鼻 吉　見　友
とも

　樹
き

○副

下長野 宮　﨑　淳
じゅん

  也
や

地区名 行政協力員名

石井手 清　家　權
けん

　一
いち

伊勢町 増　田　　　稔
みのる

矢の町１ 間　口　長
をさ

　生
お

○副

矢の町２ 安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 湯　浅　典
のり

　之
ゆき

○副

中町上 西　本　哲
てつ

　生
お

○副

中町下 宮　田　吉
よし

　弘
ひろ

北　裡 田　口　弘
ひろ

　司
し

後　１ 塚　岡　士
し

　朗
ろう

後　２ 旭　　　好
よし

　則
のり

○副

後　３ 金　田　福
のり

　夫
お

○副

清　水 菊　池　春
はる

　朗
あき

沖　１ 中　平　祥
しょう

  造
ぞう

○副

沖　２ 濵　田　和
かず

　洋
ひろ

○副

松　本 成　宮　伸
しん

　亮
すけ

久　保 長　岡　寛
ひろ

　一
いち

○副

鳥　越 堀　　　友
とも

　一
いち

中　原 桝　田　道
みち

　敏
とし

土　居 西　田　博
ひろ

　文
ふみ

三島団地 田　窪　基
もと

　宏
ひろ

蓮乗寺 後　藤　英
ひで

　雄
お

脇　本 吉　村　定
さだ

　託
よし

○副

地区名 行政協力員名

中　玉 本　多　　　寶
たから

大　浜 鱒　　　一
かず

　男
お

柿ノ浦 前　田　　　浩
ひろし

○副

敦　盛 本　多　　　洋
ひろし

○副

岩　水 宇　佐　正
まさ

　志
し

垣　内 濵　　　良
よし

　才
き

東　浜 二　宮　省
しょう

  三
ぞう

○副

中　組 山　下　和
わ

太
た

郎
ろう

○副

奥　前 中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

○副

鼻　前 大　内　武
たけ

　彦
ひこ

○副

鯆　越 田　下　一
かず

　二
つぎ

○副

古　月 山　本　　　弘
ひろむ

日　土 山　口　正
まさ

　仁
ひと

○副

大寿浦 浦　川　憲
のり

　惠
よし

真　浦 吉　水　学
がく

　進
しん

○副

西真浦 本　多　洋
ひろ

　樹
き

○副

新　浦 中　川　正
しょう

  三
みつ

○副

地区名 行政協力員名

武者泊 畑　部　又
また

　勝
かつ

○副

外　泊 吉　田　万
ま

亀
き

登
のり

○副

中　泊 吉　田　秀
ひで

　夫
お

○副

内　泊 林　　　　　仁
ひとし
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「
内
海
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
」及
び「
西
海
高
齢
者
生

活
セ
ン
タ
ー
」の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
！

◆
高
齢
者
支
援
課
か
ら

情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

申
込
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
！

◆
総
務
課
か
ら

　

愛
南
町
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

は
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る
全
世
帯

を
対
象
に
音
声
告
知
端
末
機
を
設
置

し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
ひ
か
り
電

話
・
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で

き
る
環
境
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

　

音
声
告
知
端
末
機
を
設
置
し
各

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
申
込
書
の
提
出
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま
だ
申
込
ま
れ
て
い
な
い

方
は
こ
の
機
会
を
ご
利
用
い
た
だ

き
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
（
申
込

書
は
、
４
月
下
旬
か
ら
郵
送
等
で
お

届
け
し
て
い
ま
す
）

申
込
会
日
程

　

６
月
14
・
15
日　

　
　

愛
南
町
役
場
本
庁

　
　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　

６
月
17
・
18
日

　
　

DE
・
あ
・
い
・
21

　

６
月
21
・
22
日

　
　

一
本
松
支
所

　
　

西
海
支
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
17
時

で
す
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

・
各
申
込
書
（
総
合
申
込
書
、
物
品

貸
与
申
請
書
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
申
込
書
）

・
引
き
落
と
し
を
行
う
金
融
機
関
の

口
座
情
報

・
印
鑑
（
引
き
落
と
し
口
座
の
届
け

出
印
）

問
い
合
わ
せ

  

総
務
課（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

　

65
才
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
方
・
夫
婦
の

み
の
世
帯
で
、
生
活
に

不
安
を
感
じ
て
お
ら
れ

る
方
に
安
心
し
て
生
活

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た

め
「
内
海
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
及
び

「
西
海
高
齢
者
生
活
セ

ン
タ
ー
」
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
見
学

希
望
の
方
は
、
高
齢
者

支
援
課
又
は
内
海
支

所
、
西
海
支
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
間 

　

６
月
１
日（
火
）

〜
６
月
25
日（
金
）

概要

内海高齢者生活福祉センター 西海高齢者生活センター

入 居 者

募 集 数

１人世帯用　２名

（ただし、夫婦世帯用の部屋）

夫婦世帯用　２組

１人世帯用　３名

夫婦世帯用　１組

入 居 費 用

及び使用料

月額２,０００円から

（入居者の年間収入額から算定）

※単身者が夫婦部屋に入居の場

合は、30%の増額

月額３,０００円から

（入居者の年間収入額から算定）

敷 金 ３か月分の使用料に相当する額 ３か月分の使用料に相当する額

そ の 他 電気料実費負担 食事費用、電気料実費負担

申し込み先

問い合わせ

高齢者支援課（℡７２－７３２５）

内海支所　住民福祉係

　　　　　　（℡８５－０３１１）

高齢者支援課（℡７２－７３２５）

西海支所　住民福祉係

　　　　　　（℡８２－１１１１）

入
居
対
象
者

（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
方
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
才
以
上

の
１
人
暮
ら
し
の
方
又
は
65
才
以

上
の
夫
婦
世
帯
の
方
で
、
自
己
又

は
夫
婦
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
方

②
共
同
生
活
に
適
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
方

③
生
活
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る

収
入
等
が
あ
り
、
所
定
の
使
用
料

を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
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水
道
水
水
質
検
査
結
果
を

報
告
し
ま
す
！

◆
水
道
課
か
ら

６
月
は
、
水
道
月
間
で
す
！

◆
水
道
課
か
ら

原水水質検査計器

　

「
水
道
に　

寄
せ
る
信
頼　

飲
む
安

心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
利
用
者
に
き
れ

い
で
安
全
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道

に
は
50
項
目
も
の
水
質
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
浄
水
場
な
ど
の

施
設
を
整
備
し
、
水
道
水
質
の
検
査
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
理

上水道水質検査結果

項      目 平城 中浦 菊川 城辺 中町 水道法による基準値
硝酸性窒素及び
亜 硝 酸 性 窒 素

0.9 0.9 0.9 0.2 1.2 10以下

塩 化 物 イ オ ン 8.2 8.2 14.2 6.5 8.8 200以下
有 機 物 等 0.13 0.13 0.22 0.32 0.18 10以下
p H 値 6.68 6.62 6.56 6.12 6.40 5.8～8.6
濁 度 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 2以下
※全ての箇所で、一般細菌及び大腸菌は検出されませんでした。味、臭気についても異常ありません
でした。色度は、1未満でした。

解
を
深
め
、
水
道
事
業
の
発
展
に
資
す
る

た
め
、
「
水
道
月
間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　

水
道
課
で
は
水
道
月
間
に
合
わ
せ
て
、

浄
水
場
で
の
施
設
見
学
会
を
行
い
ま
す
。     

場
所　

城
辺
浄
水
場

　
　
　

（
城
辺
甲
５
４
９
０
番
地
）

問
い
合
わ
せ

　

水
道
課（
℡
７
２
―

０
８
３
５
） 

　

城
辺
浄
水
場（
℡
７
２
―

０
２
１
２
）

簡易水道水質検査結果

項      目 僧都 山出 一本松 増田 県界 榎川 太田 水道法による基準値
硝酸性窒素及び
亜 硝 酸 性 窒 素

0.1 0.4 0.1 0.7 0.4 0.1 0.2 10以下

塩 化 物 イ オ ン 5.9 5.0 8.5 9.4 6.6 8.3 5.4 200以下

有 機 物 等 0.24
0.1未
満

0.37 0.34 0.25 0.40 0.36 10以下

p H 値 6.98 6.78 6.95 6.95 6.83 6.82 7.21 5.8～8.6
濁 度 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満 2以下
※全ての箇所で、一般細菌及び大腸菌は検出されませんでした。味、臭気についても異常ありませんでした。色度は、
基準値5以下のところ県界で1、それ以外は1未満でした。

県条例水道水質検査結果

項      目 西柳上 西柳下 水道法による基準値
硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素

0.1未満 0.1未満 10以下

塩化物イオン 8.0 12.4 200以下
有 機 物 等 0.19 0.50 10以下
p H 値 7.03 6.88 5.8̃8.6
濁 度 1.2 1未満 2以下

浄水水質検査計器

浄水場では、いつでも安全でおいしい水を作るため、
夜間でも休日でも水質の監視や施設の事故・故障など
に備えています。

各
水
質
検
査
計
器
に
よ
り

常
時
検
査
し
、
監
視
装
置

へ
デ
ー
タ
を
反
映
し
て
い

ま
す
。

平成22年4月5日採水分
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ま
ち
の
安
全
・

　
　
　

安
心
を
守
る
！

◆
消
防
本
部
か
ら

ふ
る
さ
と
愛
南
町
の
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
！

◆
国
保
一
本
松
病
院
か
ら

  4/
    18

　

昭
和
41
年
２
月
に
県
立
南
宇
和
病

院
で
生
ま
れ
、
一
本
松
保
育
園
、
一

本
松
小
学
校
、
一
本
松
中
学
校
、
南

宇
和
高
校
を
卒
業
し
て
、
26
年
ぶ
り

に
故
郷
に
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

郷
土
の
皆
さ
ま
、
両
親
、
く
に
ひ

ろ
育
英
会
の
援
助
を
い
た
だ
き
な
が

ら
地
元
愛
媛
大
学
を
卒
業
し
、
愛
媛

大
学
附
属
病
院
を
中
心
に
医
学
の
修

練
を
積
ん
で
参
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
一
般
外
科
、
消
化

器
外
科
、
小
児
外
科
、
心
臓
血
管
外

科
、
呼
吸
器
外
科
を
20
年
修
練
し

て
、
広
い
外
科
学
の
分
野
を
あ
る
程

度
極
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
は
故
郷
の
た
め
に
働
こ
う

と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

昨
今
の
地
方
医
療
の
悪
化
が
伝
わ
っ

て
く
る
な
か
で
故
郷
一
本
松
病
院
の

窮
状
を
お
聞
き
し
、
郷
土
を
愛
す
る

方
々
の
熱
心
な
お
誘
い
を
受
け
、
私

の
医
師
人
生
の
後
半
20
年
は
地
元
愛

南
町
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
決
心
し

て
、
今
回
帰
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
一
生
懸
命
努
め
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「
平
成

22
年
度
愛
南
町
消
防
団
退
団
式
並
び

平成22年度愛南町消防団本部役員

職　名 氏　名

団長 ○鷹　野　正
まさ

　志
し

副団長 　大　塚　武
たけ

　人
ひと

 〃 ○竹　場　  　央
ひろし

内海方面隊長 　浅　野　  　泰
やすし

内海副方面隊長 　島　本　善
よし

　行
ゆき

御荘方面隊長 ○小　松　一
かず

　好
よし

御荘副方面隊長 ○坂　本　譲
じょう

  司
じ

城辺方面隊長 　松　岡　増
ます

　幸
ゆき

城辺副方面隊長 　水　本　幹
みき

　雄
お

一本松方面隊長 ○長　尾　英
ひで

　生
お

一本松副方面隊長 ○保　田　和
かず

　文
ふみ

西海方面隊長 　菅　原　千
ち

代
よ

郎
ろう

西海副方面隊長 　福　山　弘
ひろ

　道
みち

（○は昇格された方です）

愛南町国保一本松病院

院長　加洲　保
やす

明
あき

   

に
辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
清
水

町
長
が
「
消
防
団
の
皆
様
に
は
、
地

域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
、
防
火
防
災
に
対
す
る
住
民

へ
の
啓
発
広
報
活
動
や
災
害
に
対
す

る
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

退
団
者
を
代
表
し
て
、
町
消
防
団

長
を
２
期
４
年
間
勤
め
ら
れ
た
二
神 

修
お
さ
む

さ
ん
、
元
副
団
長
で
前
御
荘
方
面

隊
長
の
猪
野
和か
ず

久ひ
さ

さ
ん
、
元
一
本
松

方
面
隊
分
団
長
の
徳
岡 

朗
あ
き
ら

さ
ん
に

感
謝
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
新
任
幹

部
へ
の
辞
令
交
付
に
続
き
、
新
た
に

町
消
防
団
長
に
就
任
し
た
鷹
野
正ま

さ

志し

団
長
が
幹
部
団
員
に
訓
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
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次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

◆
町
民
課
か
ら

第
15
回
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
県
民
大
会
の
お

知
ら
せ
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

６
月
は
防
災
対
策

　
　
　
　

強
調
月
間
！

◆
建
設
課
か
ら

南
予
水
道
企
業
団
職
員
採
用

試
験（
上
級
）の
お
知
ら
せ
！

◆
水
道
課
か
ら

【
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

　

対
象
者
に
は
更
新
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》 

６
月
21
日（
月
）〜
30
日（
水
）

《
場
所
》 

本
庁
町
民
課　

　
　

  　

各
支
所
住
民
福
祉
係 

《
持
参
物
》 

印
鑑
・
健
康
保
険
証
、

現
在
交
付
中
の
母
子
家
庭
医
療
費
受

給
者
証
、
20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は

在
学
証
明
書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
て
所
得
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
は
該
当
に
な

り
ま
せ
ん
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

　

対
象
者
に
は
更
新
申
請
書
を
郵
送

し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

《
日
時
》 

６
月
21
日（
月
）〜
30
日（
水
）

《
場
所
》 

本
庁
町
民
課

　
　
　

  

各
支
所
住
民
福
祉
係

《
持
参
物
》 

印
鑑
・
健
康
保
険
証
・

現
在
交
付
中
の
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
受
給
者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳 

療
育
手
帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
０
）

日
時　

６
月
22
日（
火
）13
時
か
ら

場
所

　

ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

サ
ブ
ホ
ー
ル

内
容　

㈱
東
レ
経
営
研
究
所　

代
表

取
締
役
社
長
の
佐
々
木
常つ

ね

夫お

さ
ん
を

　

６
月
は
「
防
災
対
策
強
調
月
間
」

で
す
。
梅
雨
前
線
や
台
風
な
ど
の

影
響
で
、
大
雨
に
よ
る
災
害
が
起
き

や
す
い
季
節
で
す
。
町
や
県
で
は
河

川
・
道
路
な
ど
の
土
木
施
設
や
工
事

現
場
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
危

険
箇
所
の
発
見
や
応
急
工
事
の
実
施

な
ど
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な

ど
の
災
害
情
報
に
注
意
し
、
危
険
が

迫
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に
避
難
す
る
な

ど
、
災
害
に
対
す
る
警
戒
を
十
分
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
災
害

に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ

な
ど
も
常
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
危
険
な
箇
所
を
見
か
け
た

と
き
は
、
す
ぐ
に
役
場
や
県
の
地
方

局
・
土
木
事
務
所
な
ど
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
災
害
の
防
止
に
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

南
予
水
道
企
業
団
で
は
、
平
成
23

年
度
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
大
学
（
化
学
を
専
攻
）

を
卒
業
し
た
方
（
平
成
23
年
３
月
ま

で
に
卒
業
す
る
見
込
み
の
方
）

　

日
本
国
籍
を
有
す
る
方

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号
の
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

受
付
期
間　

７
月
１
日（
木
）

〜
７
月
23
日（
金
）

一
次
試
験　

８
月
22
日（
日
）

二
次
試
験　

第
１
次
試
験
合
格
者
の

方
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

南
予
水
道
企
業
団

（
℡
０
８
９
５
―

２
５
―

３
２
２
２
）

　

水
道
課（
℡
７
２
―

０
８
３
５
）

お
招
き
し
て
、
基
調
講
演
や
て
い
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

申
込
み　

参
加
申
込
み
は
、
は
が

き
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
参
加

料
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
男
女
参
画
課
事
業
係

（
℡
０
８
９
―

９
１
２
―

２
３
３
２
）

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
）
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運
転
免
許
自
主
返
納

　

支
援
制
度
の
ご
案
内
！

◆
愛
媛
県
警
察
か
ら

男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
！

地
域
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

カ
レ
ッ
ジ
開
講
！

◆
企
画
財
政
課
か
ら

い
じ
め
・
不
登
校
等
相
談
員
！

◆
学
校
教
育
課
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の

お
知
ら
せ
！

◆
税
務
課
か
ら

　

運
転
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
方
、

家
族
か
ら
「
運
転
が
心
配
」
と
言
わ

れ
て
い
る
方
、
交
通
事
故
防
止
の
た

め
に
も
運
転
免
許
自
主
返
納
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

愛
媛
県
警
察
で
は
、
加
齢
な
ど
で

運
転
に
不
安
を
持
つ
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
の
方
が
自
主
的
に
運
転
免
許

証
を
返
納
し
や
す
い
環
境
整
備
の
た

め
、
地
元
企
業
・
自
治
体
等
の
協
力

を
得
て
、
返
納
し
た
高
齢
者
に
対
す

る
支
援
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
内
容
・
利
用
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

：

//w
w
w
.po
lice.pref.ehim

e.jp/

）に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支
援
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
企
業
等
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

愛
媛
県
警
察
本
部

（
℡
０
８
９
―

９
３
４
―

０
１
１
０
）

　

愛
南
警
察
署（
℡
７
２
―

０
１
１
０
） 　

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
社
会
・
防
災
・
Ｄ
Ｖ
・
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
様
々
な
分
野

を
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
学
習

す
る
講
座
「
平
成
22
年
度
地
域
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
講

し
ま
す
。
受
講
対
象
は
県
内
在
住
の

18
歳
以
上
の
方
で
、
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
。
受
講
料
は
無
料
で
、
託
児
室

も
設
け
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
愛
南
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
30
日（
水
）

　
　
　

７
月
８
日（
木
）、
15
日（
木
）

　
　
　
　
　

22
日（
木
）

　
　
　

13
時
30
分
か
ら

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

２
階
大
研
修
室

問
い
合
わ
せ

　

県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
６
―

１
６
３
３
）

　

企
画
財
政
課（
℡
７
２
―

７
３
１
７
） 　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年
度

か
ら
「
い
じ
め
・
不
登
校
等
相
談

員
」
を
設
置
し
、
町
内
小
・
中
学
校

で
の
い
じ
め
調
査
、
い
じ
め
・
不
登

校
を
は
じ
め
と
す
る
生
徒
指
導
上
の

諸
問
題
に
係
る
相
談
や
現
状
把
握
な

ど
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い
学
校
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
窓
口
と
し
て
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

ど
ん
な
小
さ
な
悩
み
で
も
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル  

℡
７
３
―

１
８
２
０

受
付
時
間　

平
日　

８
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
ま
で

休
日
相
談　

第
１
、
３
日
曜
日

　
　
　
　
　

９
時
か
ら
17
時
ま
で

　

今
年
度
か
ら
、
相
談
員
に
藤
原
征ゆ

く

男お

さ
ん
、
坪
﨑
和か

ず

枝え

さ
ん
の
２
名
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課（
℡
７
２
―

１
１
１
３
）

限
度
額
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
の
制
度
改
正
に
よ

り
、
基
礎
課
税
額
（
医
療
分
）
の
限

度
額
が
47
万
円
か
ら
50
万
円
に
、
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
（
支
援

金
分
）
の
限
度
額
が
12
万
円
か
ら

13
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

支
払
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　

支
払
方
法
が
、
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
に
な
っ
て
い
る
方

は
、
口
座
振
替
に
よ
る
お
支
払
い
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
変
更

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
税
務
課
ま
で

お
申
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
（
℡
７
２
―

７
３
０
１
）
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食
育
と
健
康
に
想
う
！

◆
愛
大
南
予
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

愛
南
町
愛
な
ん
食
育
協
働
部
会
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
部
会

岡　

村　

絹　

代

（
愛
媛
県
立
医
療
技
術
大
学
講
師
）

　

愛
南
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
皆
さ
ん
は
毎
日
健
康
に
過
ご
し

て
い
ま
す
か
？
私
た
ち
が
、
心
身
共

に
健
康
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
生
き

生
き
と
生
活
す
る
た
め
に
は
、
「
食

べ
る
」
こ
と
が
基
本
で
す
。
ま
た
、

単
に
「
食

べ
る
」
だ

け
で
は
な

く
、
お
い

し
く
食
べ

る
こ
と
や
、

家
族
や
親

し
い
人
と

楽
し
く
食
べ
る
こ
と
は
、
生
き
る
喜

び
や
楽
し
さ
を
実
感
し
、
心
を
安
定

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
郷
土
料
理
や
お

ふ
く
ろ
の
味
は
懐
か
し
さ
を
、
お
祭

り
や
お
正
月
な
ど
の
行
事
食
は
、
心

に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
現
代
の
食
生
活

に
は
、
栄
養
の
偏
り
や
不
規
則
な

食
事
、
肥
満
や
過
度
な
痩
身
志
向

な
ど
、
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。
特
に
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒

中
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

増
加
は
、
食
生
活
と
も
関
連
が
深

く
、
大
き
な
健
康
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
長
年
培
っ
た
食
生

活
習
慣
の
改
善
は
、
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
20
年
の

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が

７
９
・
２
９
歳
、
女
性
は
８
６
・
０
５

歳
と
、
男
女
と
も
に
過
去
最
高
を

更
新
し
、
ま
さ
に
「
人
生
80
年
」
そ

の
も
の
で
す
。
「
健
康
」
で
「
長
生

き
」
は
、
誰
も
が
願
う
と
こ
ろ
で
す

が
、
平
均
寿
命
の
伸
び
に
伴
い
、
病

気
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
人

が
増
え
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
健
康
部

会
で
は
、
30
％
と
い
う
愛
南
町
の
高

齢
化
率
に
注
目
し
、
高
齢
者
の
か
ら

だ
や
こ
こ
ろ
の
健
康
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
高

齢
者
の
健
康
や
町
の
健
康
を
作
る
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
実
践
目
標
の
一

つ
が
「
超
世
代
食
育
」
で
す
。
愛
南

町
の
食
生
活
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
で
は
、
食
生
活
に
問
題

を
感
じ
て
い
る
人
の
多
く
が
、
「
食

事
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
」
を
実
感
し

て
お
り
、
「
栄
養
に
関
す
る
授
業
」

や
「
料
理
教
室
」
の
参
加
を
望
む
声

が
多
く
、
町
民
の
健
康
志
向
の
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
声
は
し
っ
か

り
と
食
育
プ
ラ
ン
に
反
映
し
、
「
あ

い
な
ん
食
の
学
び
舎
」
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
「
食
育
」
を
通
じ
て
、

世
代
を
超
え
た
人
た
ち
が
集
い
、
栄

養
の
知
識
を
得
た
り
、
伝
統
料
理
や

郷
土
料
理
を
作
っ
て
、
楽
し
く
お
い

愛
な
ん
食
育
推
進

第
２
回

し
く
食
べ
る
こ
と
は
、
健
康
づ
く
り

の
第
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ

ん
自
身
の
積
極
的
な
活
動
や
参
加

が
、
皆
さ
ん
の
持
っ
て
い
る
力
を
引

き
出
し
、
皆
さ
ん
を
元
気
に
し
て
く

れ
る
は
ず
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
健
康

は
誰
か
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
何
が
大
切
か
を
自
分
で
考

え
、
選
ん
で
行
動
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。

　

愛
な
ん
食
育
プ
ラ
ン
で
は
、
「
み

ん
な
で
取
り
組
む
愛
南
の
食
育
〜
健

や
か
な
心
と
か
ら
だ
と
地
域
力
〜
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
食
育
」
を
通

じ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
健
や
か
な
体

づ
く
り
・
心
づ
く
り
を
目
標
に
、
町

も
元
気
に
な
る
よ
う
に
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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６
月
の
犬
・
ね
こ
の
引
取
日

は
、次
の
と
お
り
で
す

◆
環
境
衛
生
課
か
ら

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の

お
知
ら
せ
！

◆
町
民
課
か
ら

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」強
化
週
間
！

電
話
相
談
開
設
の
お
知
ら
せ
！

◆
町
民
課
か
ら

　

2
日
・
9
日
・
16
日
・
30
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

７
月
の
引
取
日
は
、

　

７
日
・
14
日
・
21
日

　

水
曜
日
の
８
時
30
分
〜
10
時

　

引
取
り
に
つ
い
て
は
、
決
め
ら

れ
た
時
間
内
に
、
認
め
印
を
持
っ

て
環
境
衛
生
課
又
は
各
支
所
環
境

観
光
係
ま
で
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、飼
い
犬
・
飼
い
ね
こ
の
場

合
は
、有
料（
愛
媛
県
収
入
証
紙
が
必

要
）で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
課
（
℡

７
２
―

７
３
１
６
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
度
に
引
き
続
い
て
22
年

度
に
も
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
に
、
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
誕

生
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
毎
年
度
、
加
入
者
の
一
人

ひ
と
り
に
対
し
保
険
料
納
付
実
績
や

年
金
額
の
見
込
み
な
ど
、
年
金
に
関

す
る
個
人
情
報
を
分
か
り
や
す
く
お

知
ら
せ
し
、
現
役
世
代
、
特
に
若
い

世
代
の
方
に
保
険
料
負
担
と
年
金
給

付
の
関
係
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

定
期
便
の
通
知
内
容

　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
通
知
内

容
は
、
①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月

数
、
納
付
済
月
数
等
）、
②
50
歳
未

満
の
方
に
は
加
入
実
績
に
応
じ
た
年

金
見
込
額
、
50
歳
以
上
の
方
に
は

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
作
成
時
点
の

加
入
制
度
に
引
き
続
き
加
入
し
た
場

合
の
将
来
の
年
金
見
込
額(

年
金
受

給
中
の
方
に
は
年
金
見
込
額
は
通
知

さ
れ
ま
せ
ん
）
③
保
険
料
の
納
付
額

(

加
入
者
負
担
分
累
計
）、
④
年
金
加

　

今
月
の
社
会
保
険
・

　
　
　
　

年
金
一
日
相
談

 

○
６
月
18
日（
金
）

　

 

10
時
〜
15
時
30
分

　

 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

入
制
度
、
事
業
所
名
、
加
入
者
資
格

取
得
・
喪
失
年
月
日
等
）、
⑤
厚
生

年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎
の
標

準
報
酬
月
額
、
賞
与
額
、
保
険
料
納

付
額
、
⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期

間
の
月
毎
の
保
険
料
納
付
状
況
（
納

付
、
未
納
、
免
除
等
の
別
）、
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
前
述
の
内
容
の
定
期
便

が
送
付
さ
れ
る
人
は
、
平
成
22
年
度

に
初
め
て
定
期
便
が
送
付
さ
れ
る
方

と
、
22
年
度
に
節
目
年
齢
（
35
歳
・

45
歳
・
58
歳
）
に
な
る
方
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
の
場

合
、
前
述
の
①
〜
③
に
つ
い
て
は
前

年
度
の
も
の
が
更
新
し
て
通
知
さ

れ
、
⑤
、
⑥
に
つ
い
て
は
直
近
１
年

分
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と
や

　
　
　
　
　

疑
問
点
が
あ
る
場
合

ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
―

０
５
８
―

５
５
５

宇
和
島
年
金
事
務
所

　

０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　

い
じ
め
・
体
罰
・
児
童
虐
待
な

ど
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
、

法
務
局
職
員
が
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
予
約
も
不
要
で

す
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

強
化
週
間　

６
月
28
日（
月
）

〜
７
月
４
日（
日
）

電
話
番
号　

全
国
統
一
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル　

０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０

受
付
時
間

　

６
月
28
日（
月
）〜
７
月
２
日（
金
）

　

８
時
30
分
〜
19
時

　

７
月
３
日（
土
）、
７
月
４
日（
日
）

　

10
時
〜
17
時

問
い
合
わ
せ

　

松
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
℡
０
８
９
―

９
３
２
―

０
８
８
８
）
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６月の保健事業のお知らせ ７
月
は

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す
！

◆
町
民
課
か
ら

各種健（検）診

内　容 日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

  1日 火 広見コミュニティーセンター
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

  2日 水 城の辺学習館
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

  4日 金 栄町集会所
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０

  7日 月 新浦集会所
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

  8日 火
深泥集会所 ９：３０～１０：３０
和口第２集会所 １３：３０～１４：３０

  9日 水
弓立集会所 ８：３０～  ９：００
樫月集会所 １０：３０～１１：００
内泊集会所 １３：３０～１４：３０

14日 月 久良ふるさとセンター
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

15日 火
下久家集会所 ９：３０～１０：３０
久家集会所 １３：３０～１４：３０

16日 水 増田コミュニティーセンター
９：３０～１１：００
１３：３０～１４：３０

17日 木
小山本村集会所 ９：３０～１０：３０

中川コミュニティーセンター １３：３０～１４：３０

18日 金
須ノ川公民館 ９：３０～１０：３０
平碆公民館 １３：３０～１４：３０

21日 月
柏崎集会所 ９：３０～１０：３０
平山集会所 １３：３０～１５：００

28日 月
油袋漁民センター ９：３０～１０：３０
網代集会所 １３：３０～１４：３０

特定健診・肺
胃・大腸・前立腺
肝炎検査

17日 木 僧都ふれあい交流館 ８：００～  ９：３０
18日 金 山出集会所 　８：００～１０：００

29日 火 中泊集会所 ８：００～１１：００

胃がん検診

24日 木 久家集会所 ７：００～  ８：３０
25日 金 内泊集会所 ７：００～  ８：３０
29日 火 上大道集会所 ７：００～  ８：３０
30日 水 篠山小学校体育館前 ７：００～  ８：３０

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診受診券と健康保険証をお持ちください。

乳幼児健康診査

内　容 日 曜日 場　所 対象年齢
１歳６ヶ月児健診   8日 火

城辺保健福祉センター
H２０年９月１日～1０月３１日生

３歳児健診 15日 火 H１９年３月１日～ ４月３０日生

育児相談

内　容 日 曜日 場　所 受付時間
みるく広場   4日 金 一本松保健センター ９：３０～１１：００
育児相談

  9日 水
内海保健センター ９：３０～１１：３０

すくすく相談 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００
うみのこ広場 17日 木 西海支所２階親子ふれあい交流室 ９：３０～１１：３０
みなみっ子 28日 月 御荘夢創造館 ９：３０～１１：３０

その他

内　容 日 曜日 場　所 時　間

両親学級
「かるがも教室」 20日 日 城辺保健福祉センター

９：３０～１１：３０

事前申込み

病態別栄養相談 24日 木 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０
事前申込み

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
も

今
年
で
60
回
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
運
動
の
趣
旨
を

分
り
や
す
く
表
す
た
め
に
、
今
回
か

ら
名
称
を
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
」

に
変
更
し
ま
し
た
。

　

７
月
の
強
調
月
間
で
は
広
報
パ

レ
ー
ド
や
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
、
学
習

会
な
ど
の
各
種
啓
発
活
動
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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税
務
課
等
か
ら
！

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

６・７月行事予定表

第１日曜日   6日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第２日曜日 13日 福岡医院 一 本 松 ☎84-3600

第３日曜日 20日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

第４日曜日 27日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

６月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

町

県

民

税

1期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督
促
状

に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。
町
税
を
滞

納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る
べ
き
税
額
の
ほ
か

に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐
車

場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末
に
振
替

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合

は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の
振
替

日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌
月
の
10
日

で
す
。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
旧
深
浦
漁
協
冷
蔵
庫
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、
小
屋
の

浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

6/28

7/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛
南
町
役
場
、
山
出
・

太
場
・
豊
田
・
長
野
各
集
会
所

6/24

7/26

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
矢
の
町
第
２
・
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦
盛
各

集
会
所

6/22

7/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・
内
泊
・
船
越
・
小
浦
・

弓
立
・
越
田
各
集
会
所

6/18

7/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所
手
前
、
樽
見
小
学
校

跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久
家
各
集
会
所

6/16

7/15

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
一
本
松
集
会
所
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・
中
川
各
コ
ミ

セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

6/14

7/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越
運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン

タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ
ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・

各
集
会
所

6/10

7/9

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節
崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・

寺
新
町
各
集
会
所

6/8

7/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長
崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各

集
会
所

6/4

7/5

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公
民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・

尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

6/2

7/1

６、７月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!
日 曜 時　間 行事名 場　所

６月

5 土 8：30～16：00
第6回愛南町スポ少
大会ミニバス競技

城辺小学校
屋内運動場

6 日 13：00～
愛媛県消防操法
南宇和地区大会

あけぼの
グラウンド

9 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

10 木 8：30～13：00
第16回愛南町

クロッケー親睦交流大会
南レク第５号
御荘公園多目的広場

20 日
8：30～17：00

第3回愛南町
ラケットテニス大会

御荘Ｂ＆Ｇ
平城小体育館

14：00～15：00 作って遊ぼう 御荘夢創造館

26 土 19：00～ 爆笑！若葉寄席2010 御荘文化センター

27 日 8：30～17：00
第18回Ｂ＆Ｇ会長杯
ミニバレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ
平城小体育館

７月

3 土

8：00～17：00
四国西南地区
水泳競技大会

御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター

11：00～
サッカーJFAプリンスリーグ
U-18四国2010(南宇
和高校VS済美高校)

南レク城辺
公園球技場

15：00～20：00 DE･あ･い･七夕祭り DE･あ･い･21

4 日

8：30～16：00
第20回南レク

グラウンドゴルフ愛媛大会
南レク城辺
公園野球場

8：30～15：00
第5回グリーンカップ
9人制女子バレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ
体育館

11 日 8：30～16：00
第9回4人制ソフト
バレーボール大会

御荘Ｂ＆Ｇ
体育館

14 水 13：00～15：00 行政相談 町内各地

6月5日（土）～14日（月）　押し花展

6月19日（土）～27日（日）　「写真好きです!!」写真展

7月9日（金）～14日（水）　シーボーンアート展

時間　9：00～19：00　　場所　DE・あ･い･21

愛いっぱい愛南産直市
６月８日（火）～１４日（月）

時間　10：00～19：00　　場所　三越松山店

　５月号表紙の号数について、「Vol.67」と
表記していましたが、正しくは「Vol.68」
です。また25ページの「5・6月行事予定
表」のうち、14日（金）劇団風の子公演につ
いて、場所を長月小学校と表記しています
が、正しくは柏小学校です。訂正してお詫
びします。

訂正とお詫び
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あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 6月のお知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月   
火・木   

園庭・保育室開放 水・金   

育児（電話）相談
月～金   
土   

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   
園庭等開放 火・木  
育児（電話）相談 月～金  

うみのこ広場 出張場所：西海支所２階 サークル活動 第3木曜  

こぶたの広場
プラザじょうへん内

７３－２２８８
詳しくは「こぶた通信」に記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   

第1・3日曜

 

笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

●16日(水)、25日(金)  
　 は、夢創造館で行い
　 ます。

●8日(火)
　親子クッキング
   (クッキー作り)
   10:00～10:30

～
～
～
～
～
～
～
～

～

～

～

１２：００  
８：００
８：００
８：００
８：００
８：３０
８：３０
８：３０

９：３０

１０：００
　

１７：００  
１３：００
１７：００
１７：００
１２：００
１３：３０
１３：３０
１７：１５

１１：３０

１６：００

正木
保育所

一本松
保育所

●9日(水)から城辺保健セン
　ターで出張ひろば「わんぱ
　く」が始まります。

●10日(木)歯の話

●16日(水)ベビースリング１０：００ １５：００

東海
保育所
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に け ー し ょ ん

5/9 愛南レディース&ファミリー釣り大会!

　中泊漁港周辺で、町観光協会主催による「愛南レ

ディース&ファミリー釣り大会」が行われ、県内外の

家族連れなど、18グループ53名が参加して海釣りを

楽しみました。

　参加者は防波堤と磯の両部門に分かれ、釣り上げ

た魚の上位3匹の重さを競い、防波堤部門では門脇

基
も と き

樹さん・宮本朝
あ さ み

美さんペアがチヌ2匹とグレ1匹の

計3.78kgで、磯部門では岩村 勉
つ と む

さん・住吉加
か な こ

奈子さ

ん・宮佐浩
こ う じ

司さんチームがブダイ・ウツボ・グレの計

5.00kgでそれぞれ優勝しました。

5/13 豊作を願って!お田植え祭り
　柏地区の金峯神社近くの神田で恒例の「お田植え祭り」が行われ、かすり姿の可愛らしい早

乙女14名と男子児童5名(柏小4～6年生)が、昔ながらの田植え作業を体験しました。好天に恵ま

れたこの日、テレビ局やアマチュアカメラマンなど多くの見物客に見守られながら、素足でおそ

るおそる田んぼに入り、横一列に並んで慣れない手つきで数本ずつ丁寧に植え付けました。

　この日植えた苗は秋に収穫され、地区の祭りなどに使われます。

磯の部優勝
岩村・住吉・宮佐チーム

　ゴールデンウィーク中の帰省客や観光客に、愛南町の夜景を楽しん

でもらおうと馬瀬山の展望タワーがライトアップされました。

　初日の夕方に行われた点灯式では、中浦保育所の園児8名がタワー

を照らす6基のサーチライトと園路沿いに設置された1300個の竹灯籠

のスイッチを入れ点灯し、一足速いこどもの日のプレゼントとして展望

タワーに招待され、海抜260mからの夜景を楽しみました。

4/29～5/4 まちを照らそう!展望タワーライトアップ

防波堤の部優勝
門脇・宮本ペア
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愛 南 こ み ゅ
4/24

　子ども達の健やかな成長
と県境を越えた友好の絆
を深めようと、正木保育所
保護者会(尾崎ゆう子会長)
と地元の地域おこしグルー
プ「篠山クラブ(岡原 浩会
長)」のメンバー約60名が、恒
例の「こいのぼりの渡し」を
実施しました。
　愛媛・高知両県の山と山
に約200mのワイヤー2本を
渡し、篠川を挟んで色とりど
りの「こいのぼり」を一匹ず
つ約2時間かけて結びまし
た。晴天のもと、約200匹の
こいのぼりはさわやかな春
風に乗って気持ちよく泳いで
いました。

交流の輪を広げよう!あまなつコンサート

テノヒラ

4/25 県境をつなぐ友情の篠南こいのぼり!

　障害者の社会参加や理解を深めて交流の輪を広げようと「南宇和障害者の社会参加を進め

る会」主催による「第15回あまなつコンサート」が、ストックハウス平山寮で開催されました。

　今年は初出演となるオカリナ演奏の「ましゅまろ」をはじめ、「愛南町少年少女合唱団」や

「愛媛ブラスアンサンブル」、本町出身の菊田朱
あ け み

美さんがボーカルを務める「テノヒラ」など10団

体が出演し、多くの観客で賑わいました。

初出演の「ましゅまろ」 コーラス・ラ・ラ・ラ! 愛媛ブラスアンサンブル

　南宇和俳句会をはじめ南予の地方俳壇で活躍されていた俳

人、故山岡桑
そ う し

史さんの蔵書480冊を娘の岸田見
み え

栄さん(松山市)

から町に寄贈していただきました。

　教育委員会では、「檳
び ん ろ う し

榔子叢書寄贈 山岡桑史文庫」として

御荘支所2階会議室に整理保管をしています。正岡子規や芝不

器男をはじめ近現代俳句の句集が数多くそろえています。俳句や短歌などの文芸愛好者の方々

や教育関係者、児童生徒の皆さんに活用していただきたいと考えています。

　閲覧や貸し出しを希望される方は、学校教育課(TEL72-1113)又は生涯学習課(TEL73-1111)まで

問い合わせください。

「山岡桑史文庫」ご活用ください!
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元
気
い
っ
ぱ
い

　

ア
イ
・
あ
い
・
愛
ラ
ン
ド

愛南町のわんぱく力士が大活躍 !
　宇和島市営闘牛場特設土俵で、「第4回わんぱく相撲宇和島場所」が開催さ
れ、宇和島市・北宇和郡・南宇和郡の小学生58名の参加し、愛南町のわんぱく力
士が大活躍しました。
　なお、小学5年生個人戦の部で優勝した近平昌

ま さ ひ ろ

優くん(平城小)は、8月1日(日)に
東京両国国技館で開催される第26回わんぱく相撲全国大
会へ出場します。
【大会結果は次のとおりです。本町選手のみ掲載】

個人 1年 1位 大元麻
ま ゆ

由(城辺小)

　　 2年 3位 清水貫
か ん ち

智(船越小)

　　 4年 3位 土居佑
ゆ う や

也(平城小)

 　　5年 1位 近平昌
ま さ ひ ろ

優(平城小)  3位 山木聖
せ い た

太(赤水小)

　　 6年 2位 清水一
い っ ぺ い

平(赤水小)  3位 都築汰
た い ち

知(赤水小)

団体 1位 津島A  2位 愛南A  3位 御荘

5/　

 1

全国大会出場を決めた近平くん

競え ! 心・技・体 ! 一本松少年剣道大会
　一本松交流促進センターで、遠くは広島県や香川県から88チーム、約600名の
参加を得て「第32回一本松少年剣道大会」が盛大に行われました。
【大会結果は次のとおり。3位までの本町選手のみ掲載】

個人戦の部

小学生男女1・2年生の部 準優勝 児島兼
け ん せ い

聖(城辺)  3位 高平貴
た か の ぶ

宣(城辺)

小学生男子3年生の部 優勝 藤田脩
し ゅ う と

人(深浦)  準優勝 藤田治
は る き

希(深浦)

小学生男子5年生の部 3位 上杉悠
ゆ う ま

真(深浦)  3位 二神 啓
け い

(一本松)

小学生女子3・4年生の部 3位 上杉奈
な な

々(深浦)  3位 松本実
み ゆ

夢(一本松)

小学生女子5・6年生の部 優勝 二神明
あ す み

日美(一本松)

中学生女子の部  優勝 島津亜
あ り さ

理紗(一本松中)

　　　　　　　　　　　　準優勝 久德真
ま こ

子(城辺中)

         　　　　　　　　　3位 松田華
か な え

苗(城辺中)

団体戦の部

小学生団体低学年の部 準優勝 深浦スポーツ少年団

中学生団体男子の部 準優勝 一本松中学校A

中学生団体女子の部 優勝 城辺中学校A  準優勝 一本松中学校

南宇和剣道会長賞(最優秀選手賞)

小学生  二神明
あ す み

日美(一本松)

5/　

 3

中学生団体女子優勝 城辺中学校A

南宇和剣道会長賞

二神明
あ す み

日美さん

全国大会に出場 ! 一本松バレーボールクラブ
　愛媛県総合運動公園体育館で、「第41回全国ママさ
んバレーボール大会」愛媛県予選が開催され、地区予
選を勝ち抜いた12チームが全国大会の出場権をかけて
熱戦を繰りひろげました。
　熱戦を制して見事優勝を果たしたのは本町から出場
した「一本松VC」で、7月に群馬県で開催される全国
大会に愛媛県代表として出場します。全国大会での活
躍が期待されます。

5/　

 8

一本松VC
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ソフトボール大好き !
　南レク御荘公園グ
ラウンドで、「第48
回南宇和ジュニアソ
フトボール大会」が
行われ、町内各地区
から高学年の部に4
チーム、低学年の
部に2チームが参加
し、熱戦が繰り広げられました。
【大会結果は次のとおり】

高学年の部 優勝 福浦スポーツ少年団　低学年の部 優勝 平城スポーツ少年団

南予のミニバス大会で
大活躍 !

4/　

 18

4/　

17～18

準優勝 愛南ミニバスケットボールクラブ

　鬼北町鬼北総合公園体育館ほかで、松山
4、高知2、南予9の合計15チームが参加し
て開催された「第9回鬼北杯ミニバスケッ
トボール大会」で熱戦の末、愛南ミニバス
ケットボールクラブが準優勝を果たしまし
た。

低学年の部優勝 平城スポーツ少年団高学年の部優勝 福浦スポーツ少年団

フレンドリーカップ ソフトバレー大会
　御荘B&G海洋センター体育館ほか
で、「第9回フレンドリーカップ ソフ
トバレーボール大会」が開催され、
1部に10チーム、2部に4チーム、計14
チーム約120名が参加して、楽しく
熱戦を繰り広げました。
【大会結果は次のとおり】

1部 優勝  ラバーズ
2部 優勝  スマイル

4/　

 25

2部優勝 スマイル1部優勝 ラバーズ

走って、跳んで ! スポ少陸上カーニバル
　愛媛県総合運動公園陸上競技場で、「平成22年度愛媛県スポーツ少年団陸上カーニバ
ル」が行われ、本町選手が100m走・走り幅跳び・400mリレーで好成績を収めました。
【大会結果は次のとおりです。1位入賞の本町選手のみ掲載】

男子走り幅跳び(4・5年生の部)

1位 濵 辰
りゅ う せ い

成(城辺小) 3m62cm

女子100m走(5年生の部)

1位 梶田愛
ま な み

美(平城小) 15秒35

女子4×100mリレー

1位 梶田愛
ま な み

美 (平城小)、田下園
そ の か

華(一本松小)、

　　岩﨑朱
あ か ね

音(平城小)、石山春
は る な

菜(一本松小)

                                 　　　　1分01秒82

4/　

 25

県スポ少陸上カーニバル出場選手
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南
宇
和
高
校
か
ら

サ
ッ
カ
ー 

南
宇
和
高
校
Ｖ
Ｓ

済
美
高
校
の
お
知
ら
せ
！

放
送
大
学
10
月
生
募
集
！

◆
み
な
み
う
わ
句
会

残
花
あ
り
葉
桜
と
な
り
峡
映
ゆ
る　
　
　
　

猪
野　

舟
水

親
子
猿
闊
歩
し
て
を
り
春
岬　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
閉
じ
て
を
り
終
日
の
雨　
　

田
口
ひ
さ
子

春
の
朝
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
パ
ン
一
枚　
　
　
　

長
尾　

則
夫

朝
市
の
手
に
柔
ら
か
き
草
の
餅　
　
　
　
　

浜　
　

初
栄

花
吹
雪
生
涯
峡
を
出
で
ざ
り
き　
　
　
　
　

宮
下　

峰
月

八や

十そ

越
え
て
一
病
さ
げ
て
花
の
山　
　
　
　

安
岡　

紫
峰

行
く
春
や
馴
染
み
の
店
を
閉
ず
と
言
う　
　

小
島　

泰
子

青あ
お

饅ぬ
た

や
ぴ
ち
ぴ
ち
き
び
な
ご
酢
で
し
め
て　

若
林
八
重
子

ふ
ら
こ
こ
や
十
ま
で
数
え
一
人
か
な　
　
　

木
村　

智
子

◆
御
荘
俳
句
会

ひ
と
字あ
ざ

は
眠
り
の
ふ
か
く
河か
じ

鹿か

笛ぶ
え　
　
　
　

加
洲
勢
津
子

あ
ぜ

塗ぬ

り
の
心
地
よ
き
音
続
き
け
り　
　
　
　

山
本　

金
子

万
物
の
ひ
と
つ
に
な
り
て
滝
の
音　
　
　
　

尾
崎　

松
恵

あ
ぢ
さ
ゐ
の
色
を
う
つ
し
て
雨う

滴て
き

は
ね　
　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

全
身
で
名
前
告
げ
お
り
入
学
児　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

花
の
山
岬
に
真
珠
の
供
養
塔　
　
　
　
　
　

山
口　
　

菫

ピ
カ
ピ
カ
の
入
学
子
く
る
隠
居
部
屋　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

リ
ハ
ビ
リ
の
歩
み
確
か
に
春
シ
ョ
ー
ル　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

友
の
声
た
し
か
め
な
が
ら
つ
わ
な
と
り　
　

若
林
八
重
子

差
し
交
す
盛
り
の
枝
の
夕
桜　
　
　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

石い

垣し

の
里
触
れ
つ
つ
歩
く
石
ひ
い
な
雛　
　
　
　
　

山
口　

和
子

目
を
閉
じ
て
春
の
総
て
を
聴
い
て
い
る　
　

吉
田　

朝
子

透す

く
海
を
真
下
に
紺
の
花
あ
ざ
み
薊　
　
　
　
　
　

濵
野　

康
子

◆
西
海
俳
句
会

こ
の
郷
は
涛
の
名
所
や
春
嵐　
　
　
　
　
　

鈴
木　

泊
舟

涛
し
ぶ
き
受
け
つ
つ
桜
凜
と
咲
く　
　
　
　

鈴
木　

泊
舟

母
の
日
と
吾
が
誕
生
日
同
じ
か
な　
　
　
　

吉
田　

久
江

名
作
の
土
地
地
図
の
旅
う
ら
ら
か
や　
　
　

利
根
早
智
江

春
一
番
孫
と
一
緒
に
あ
い
う
え
お　
　
　
　

吉
田　

朝
子

虎
杖
を
ぽ
き
っ
と
男
近
づ
き
来　
　
　
　
　

吉
田　

弘
定

◆
御
荘
短
歌
会

身
ご
も
り
し
孫
は
検
診
受
け
る
度
胎
児
の
写
真
を
見
せ
に
寄
る
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

無
住
寺
の
如
く
な
り
ゐ
し
吾
が
地
区
の
住
居
も
直
し
和
尚
も
決
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

空
晴
れ
て
燕

つ
ば
め

と
び
交
う
窓
に
読
む
「
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
」
直
子
飛
行
士
ら
帰
還
の
朝
刊　

斉
藤
ト
ミ
子

今
思
う
泣
き
言
も
言
わ
ぬ
父
母
を
く
わ
お
き
て
休
む
春
の
畦
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

連
れ
立
ち
て
山
菜
摘
み
し
を
思
ひ
つ
つ
墓
に
詣
で
る
母
の
命
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

征
く
父
の
記
憶
な
け
れ
ど
母
の
抱
く
箱
の
白
き
は
鮮
明
に
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
球
技
場
で
行
わ
れ
る
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
プ
リ

ン
ス
リ
ー
グ
Ｕ
―

18　

四
国
２
０
１
０
」
で
、
南
宇
和
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
が
宿
敵
済
美
高
校
と
対
戦
し
ま
す
。
多
く

の
町
民
の
皆
様
に
球
技
場
で
声
援
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

監
督
コ
メ
ン
ト
「
南
宇
和
郡
の
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
て
戦
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
愛
南
町
民
の
方
に
南
レ
ク
ま
で

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
必
ず
勝
ち
ま
す
。」

日
時　

７
月
３
日（
土
）　

11
時
か
ら

場
所　

南
レ
ク
城
辺
公
園
球
技
場　

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

　

南
宇
和
高
校（
℡
７
２
―

１
２
４
１
羽
田
智
紀
）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度
第
２

学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ

ま
す
。
資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

８
月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
２
３
―

８
５
４
４
）
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）まで問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
７月１３日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  ６月１２日（土）・２３日（水）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（４月受付分）

（４月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
」の

ご
案
内
！

愛
媛
労
働
局
か
ら

「
社
員
の
安
心
が
、
会
社
の
力
」

労
働
保
険
年
度
更
新
！

古
い
電
話
帳
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

環
境
衛
生
課
か
ら

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
資
金
繰
り
に

お
困
り
の
経
営
者
の
皆
さ
ま
を
積
極
的
に
応

援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
政
府
の
経
済

対
策
に
よ
り
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
」

を
さ
ら
に
拡
充
し
ま
し
た
。
業
況
が
特
に
悪

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
年
度
更
新
（
平
成
22
年
度
）
が

始
ま
り
ま
す
。

　

手
続
期
間
は
６
月
１
日（
火
）か
ら
７

月
12
日（
月
）ま
で
で
す
。
お
早
め
に
手

続
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

電
子
申
請
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

（http://w
w
w
.e-gov.go.jp/

）

問
い
合
わ
せ

愛
媛
労
働
局　

労
働
保
険
徴
収
室

（
℡
０
８
９
―

９
３
５
―

５
２
０
２
）

宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署

（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
６
５
５
）

化
し
て
い
る
方
、
雇
用
の
維
持
・
拡
大
を
図

る
方
に
は
、
運
転
資
金
の
利
率
が
最
大
0.5
％

の
引
下
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
設
備
資
金
も

当
初
２
年
間
の
利
率
は
0.5
％
の
引
下
げ
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

宇
和
島
支
店
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

日
本
政
策
金
融
公
庫　

宇
和

島
支
店
（
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

４
７
６
６
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
球
に
や
さ
し

い
取
組
み
と
し
て
、
新
し
い
電
話
帳
を
お
届

け
す
る
際
に
古
い
電
話
帳
を
回
収
し
、
そ
れ

を
新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と
す
る
「
電
話

帳
ク
ロ
ー
ズ
ド
ル
ー
プ
リ
サ
イ
ク
ル
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
新
し
い
電
話
帳
が
届
け
ら
れ
ま
す

の
で
、そ
の
際
に
は
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を

渡
し
て
い
た
だ
き
、回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
１
２
０
―

５
０
６
―

３
０
９
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ロ
ジ
ス
コ
サ
ー
ビ
ス
松
山
物
流
セ
ン
タ
ー

（
℡
０
８
９
―

９
６
５
―

２
４
４
２
）
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　先日行われた「南宇和闘

牛大会」では、初めて本格

的な闘牛の取組みを見るこ

とができました。鍛え上げ

られた巨大な牛と牛がぶつ

かり合い、一歩も引かない

迫力ある取組みに圧倒され

ました。

　「西海町誌」によれば、

江戸時代に福浦沖を漂流し

ていたオランダ船を村の漁

師たちが救助し、そのお礼

として贈られた 2頭の牛が

年を経るにしたがって繁殖

し、互いに角で突き合う習

性を利用して娯楽としての

闘牛が始まったといわれて

います。なお享和2年(1802

年 ) に福浦の長右衛門とい

う人が牛の突き合いを催し

ものとして始めたと伝えら

れています。愛南町の貴重

な観光資源として、また伝

統文化として後世に残して

ほしいと思います。

　ところで牛といえば、宮

崎県では牛などの家畜に伝

染する口
こ う て い え き

蹄疫の被害が広

がっています。人間に感染

することはないといって

も、被害を防ぐために元気

な牛や豚まで処分しなけれ

ばならない畜産農家の方の

心痛はいかばかりかと思い

ます。決して対岸の火事で

はなく被害の広がりが心配

されます。早く終息するこ

とを願います。

愛南町の人口
平成22年 5月 1日現在

愛
南
町
の
持
つ
魅
力
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
掲
載
依
頼
な
ど
、
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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編 集 後 記

　アケボノツツジは、紀伊半島から四国・

九州の標高千メートル付近の尾根に分布

する落葉低木で、4月から 5 月にかけて

ピンクの愛らしい花を咲かせます。

　好天に恵まれた今年のゴールデン

ウィークには、篠山山頂に群生するアケ

ボノツツジを一目見ようと多くの登山客

(4/29 ～ 5/5 約 1,700 名 ) が訪れました。

愛
は

南
か
ら

10,964 戸

25,526 人

11,932 人

13,594 人

世帯数

人口

　男

　女

4/29


